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サイトの立ち上げから 10 日ほどで記事表示回数は 10 万回を超えた。そ




























































































第 1 回情報交換会（4 月 24 日） 


















アなどに重点が移って行った。第 3 回から第 5 回の情報交換会は以下のよ
うなものであった。 
 

















第 5 回情報交換会（9 月 11 日） 
・「真如苑救援ボランティア（SeRV）の支援活動等の経緯と現状」 西川勢
二氏（真如苑東日本大震災復興支援センター責任者） 
・「原発事故被災寺院の現状と復興への道」林心澄氏（真言宗豊山派清水
寺住職、東電原発事故被災寺院復興対策の会事務局長） 
・「震災支援活動で見えてきたこと――金光教首都圏の場合」 田中元雄氏
（金光教大崎教会教会長・金光教首都圏地震等災害ボランティア支援機
構） 
・その他の報告（いわき市のボランティア活動について／被災者受け入れ
の現況について／宗教・宗派を超えた協力活動の状況について／その他） 
結びにかえて 
以上、稲場・黒崎が直接にたずさわってきた宗教者・宗教研究者の連携
について報告したが、鈴木岩弓東北大学教授が事務局をつとめ、被災者遺
族の心のケアに重点を置いて諸宗教が協力して活動している「心の相談室」
（http://www.sal.tohoku.ac.jp/kokoro/diary.cgi）や、鎌田東二京都大学こころ
の未来研究センター教授が代表をつとめ、伝統文化・民俗芸能・聖地文化
を活用した復興再生を探る「東日本大震災関連プロジェクト〜こころの再
生に向けて〜」（http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/eqmirai/）など、他にもさまざ
まな連携の拠点が生まれている。また、研究者の支援活動への参加のかた
ちとしても、宗教系大学として、一個人としてなど、あまたの取り組みが
なされていることと思う。 
今後、東日本大震災における宗教者・宗教研究者の対応について、これ
までの「宗教と社会貢献」研究の蓄積をもふまえて、反省、検討が加えら
れることになるだろう。しかし今は、震災の被害はいまだに続いている。
研究者も今できるかぎりのことをやろうとしているのが現状である。被災
者や支援する宗教者に寄り添いつつ、現在の苦難と課題に向き合うことが
必要であろう。 
